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はじめに
カウンセラーの面接体験や治療関係に関する研究報告
は今までにも数多くなされているが，その中でも，春日1
等の面接・体験の追跡，山本・越智おの治療関係スケール
作成，田畑，)の治療関係における人格適応過程の研究をあ
げることができる。遊戯療法における観察カテゴリーや
遊戯治療過程の研究はいろいろとあるが，プレイ ・セラ
ピス卜についての研究は比較的少ない。本論文はセラピ
ス卜の自己像や面接体験を明らかにする意図の下に，研
究を行ったものである。
目 的
プレイ ・セラピストがセラピー経験の差によって，ク
ライエントに対する態度や感情およびセラピストとして
の自己認知において，相違がみられるか否かを検討しよ
うとする。
方 i去
I.対象
プレイ ・セラピーの経験年数が3年以上の者，20名。
この人たちを熟練者群とする。その内訳は大阪府堺児童
相談所判定員。大阪市立大学の大学院学生(臨床心理学
専攻)。大阪教育大学の大学院学生(障害児臨床心理学専
攻)。
プレイ ・セラピーの経験年数が3年未満の者， 21名。
この人たちを初心者群とする。その内訳は大阪市立大学
生活科学部の学部4回生(児童心理学専攻)。大阪教育大
学の学部4回生(障害児臨床心理学専攻)。神戸大学の学
什日姓 関本弥恵
部4回生(教育心理学専攻)。
II.質問紙項目(別表参照)
(1) セラピス卜の自己イメージ測定:SD法を用いて 7
段階評価で測定する。すなわち，性格 ・身体像など自己
像を表わすと思われる形容詞の対20僧を選ぶ。
(2) セラピー中の体験目録による測定:セラピー中に
おいて，セラピスト自身がク ライエン トに対してまた自
分自身に対して，どのように感じ，どのように考えたか
をとらえるため，具体的に30項目をあげ，5段階の評定
尺度を用いる。
(3) セラピストの年齢，セラピーの経験年数，性別，
クライエントの性別，クライエントの特徴ならびに状態，
セラピーの期間についても答えを求める。
結果と考察
1.セラピス卜の自己イメージ
形容詞対20項目について，初心者セラピスト21名と熟
練者セラピス ト20名にチェックしてもらった結果を，表
lに示す。 対象とした人数が多くないため，この資料か
らは明確な結論をひき出すことはむずかしいが， 一応の
目安は得られるであろう。全体的にみて，初心者群と熟
練者群のもつ自己イ メージには，大きな違いはないよ う
である。各項目別に検討する。
(1)あかるい一一叩くらい
プレイ ・セラピストは自分をあかるいものとしてとら
えている。数値的には，初心者群の方が熟練者群よ りも，
わずかではあるが，あかるい傾向が強~>。くらいよりは
あかるい方が望ましい特性であることは，いうまでもな
し、。
???
230 
表 l
セラピストの自己イメージ(平均値)
S D 主主 ケ J レ 初心者群
川あかるい一一〈 ら レ、 一 .84
(2)理性的一一感情 的 一 .58
(3)積極 的一一消極的 - .37 
(4 )社交的一一 社交的でなv、 一 .16
(5)攻撃的ー『防衛的 + .79 
(6)謙そん左一一高慢 な 一 .47
(7)病弱 なー健康 な +1.05 
(8)調和する一一不調和な 一 .89
(9)複雑な ・ー単純左 一 .26
(10)勇敢 な一一臆病な + .11 
(1)かた いーーやわらかい 一 .1 1 
(12)信じやすいーー 疑い深い 一 .32
(1司興奮しやす一一 落ち着いて
い いる + .47 
04)正直念一一不正直な -1. 00 
。5)きびしい一一寛大な + .26 
同未熟左一 成熟した 一 .05
(1司競争的一一協力的 +]. 11 
同用心深いーー軽率な -1.11 
(19)あたたかいーーつめたい 一 .74
倒敏感、 左ー 鈍感な -]. 00 
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熟練者群
一 .70
一 40 
一 .25
一 .05
+ .30 
一 .40
+1. 30 
一 .80
一 .75
。
。
一 .10
+ .20 
- .85 
+ .30 
+ .15 
+ .65 
- .90 
一 .50
- .80 
(2 ) 
(2)理性的一一感情的
両群とも理性的の方に入っている。感情的よりは理性
的の方が，子供の状態を的確にとらえていく上で望まし
いように思われる。
(3)積極的一一消極的
積極的には，関心の強さと行動力という意味合いがあ
るように思われる。両群とも積極的の方へ傾いている。
(4)社交的一一社交的でない
教値の上では，両群とも社交的の傾向にわずかながら
入る。しかし.熟練者群の中に，自分を社交的でないと
とらえている人がかなりいた。セラピストは別に社交的
でなくてもかまわないと考える。
(5)攻撃的一一防衛的
初心者群の方が熟練者群にくらべて，より防衛的な傾
向がみられる。平均年齢も若く，治療経験も未だわずか
な初心者が防衛的であるのは当然のことであろう。
(6)謙そんな一一高慢な
両群とも謙そんな傾向を示す。高'慢なという用語のも
つイメージは，好ましくないと思われたかもしれない。
(7)病弱な一一健康な
健康なという項目は非常に望ましし荷群ともその傾
向を示している。
(8)調和する一一不調和な
調和するというのは，不調和なと対立する用語ではあ
るが，イメージとしては漠然としている。両群ともやや
調和するという段階に近い平均値を示している。調和が
とれているということは，性格面からみても望ましい。
(9)複雑な一一単純な
熟練者群の方が自己を複雑なものと してとらえている
傾向がやや大きい。複雑なという意味をどのようにとら
えるかによって，個人差がみられるわけであるが，やは
り年齢差によるところもあると思われる。
(10)勇敢な一一 臆病な
熱練者群が平均として，どちらでもないという結果が
でているのに対し，初心者群はわずかではあるが，臆病
なものとしてとらえている。これは，経験が少ないため，
自信をもって行動することがむずかしいというところか
らきているとも考えられる。
。。かたいーーーやわらかい
熟練者群がこの項目においても，どちらでもないとい
う平均値を示しているのに対し，初心者群はわずかでは
あるカ九かたいものとして自己をとらえている。やわら
かさ，柔軟さというものは，ある程度，経験をつむこと
によって培われると思われる。経験の少ない初心者群が
かたいと考えるのも当然かもしれない。
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。自信じやすい一一疑い深い
両群とも信じやすい傾向にあるが，熟練者群の方がそ
の傾向は少ない。信じやすいということは，疑い深いよ
りも望ましい傾向と考えられるが，また一方では，思慮
が浅いことと関連があるのではないか。
(13)興奮しやすい一一落ち着いている
両群とも落ち着いている傾向にある。初心者群の方が
より落ち若いているとみているのも面白い。
(14)正直な一一不正直な
セラピストとして，正直さは本当に必要な特性といえ
る。正直に自分を出せるということは，セラピーをする
上で大切なことである。両群とも正直の傾向を示してい
るが，初心者群の方が丁度やや正直という段階に平均値
がきている。
(15)きびしい 寛大な
両群とも寛大な傾向を示す。寛大さはセラピーをすす
めていく上で大事なことであるが，きびしさも時によっ
ては要求されることを忘れてはならない。
。日未熟な一一成熟した
この項目において，はっきりと方向が反対という結果
がでている。初心者群がわずかながら未熟であるのに対
し，熟練者群の方は成熟の方へ傾いている(統計上の差
はない)。年齢差，経験差がこの項目で明確にあらわれた
ということができる。
(l百競争的一一一協力的
両群とも協カ的であるが，初心者群の方がやや協力的
であるとみなしている。これは，セラピーをする上でチ
ームを組むのが普通であり，必要な特性と考えられる。
(1助用心深い一一軽率な
両群ともやや用心深いと自己をとらえているが，初心
者群の方がその傾向をはっきりと示している。軽率でな
いことは望ましい特性である。
(1明あたたかいー一一つめたい
両群ともあたたかさの傾向は示しているが，予想に反
して，わずかながら熟練者群の方にその傾向が少ない。
あたたかさはセラピス卜として非常に重要な特性といえ
る。
ω)敏感な一一鈍感な
両群ともやや敏感であるといえる。敏感さは，子供の
行動 ・感情などをとらえるためには大切な特性である。
初心者群の方が，熟練者群よりもわずかではあるが，敏
感さが強いという結果となっている。
( 3) 
n.セラピー中の体験評価
(1) クライエントの気持ちをこちらにひきつけたいと
思う気持ちがある。
-2-1 0+1+2 計 平均値
初心者群 o 3 3 13 2 21 .67 
熟練者群 o 2 6 10 2 20 .60 
(2) 自分がクライエントにどう思われているか気がか
りになる。
2-1 0+1+2 
初心者群 1 2 4 10 4 
熟練者群 1 3 5 8 3 
平均値
.67 
45 
(3) クライエントの表情，動作，笑いなどが気になる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 0 1 7 13 1. 57 
熟練者群 o 1 2 8 9 1.25 
(4) 診断的な分析の目をもってクライエント をみるこ
とがある。
-2-1 0+1十 2
初心者群 o 2 4 12 3 
熟練者群 1 0 3 12 4 
平均値
.76 
.90 
(5) クライエントに対して自分が治療者であることを
意識している。
-2-1 0+1+2 
初心者群 06 4 92 
熟練者群 o 2 288 
平均値
33 
1.10 
(6) クライエントの心理的な動きがよくわかる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 07770 
熟練者群 o 1 6 12 1 
0 
.65 
X'検定の結果，有意差あり (X'ニ6.355 df= 2 
Pく 05)。
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(7) クライエントの話し方の調子やうなずき方に相手
の気持ちの動きを感じる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 3 4 12 2 
熟練者群 o 0 1 14 5 
62 
1.20 
(8) クライエントの特徴的な話し方やしぐさのくせが
記憶にのこる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 2 1 14 4 
熟練者群 o 2 3 10 5 
.95 
.90 
(9) クライエントのことばのニュアンスに深い意味を
感じることがある。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 0 1 17 3 1.10 
熟練者群 o 1 4 10 5 .95 
側 クライエントの何気ない動きが妙に気になる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 1 3 12 5 
熟練者苦手 2 2 5 8 3 
1.00 
40 
ω クライエントの気持ちが自分のことのように感じ
られる。
-2-1 0+1+2 
初心者群 o 6 7 7 1 
熱線者群 o 2 7 10 1 
平均値
14 
.50 
OZ) 感情的につまされすぎないよ うに自制している。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 03864 
熟練者群 3 4 751 
ω セラピストとしての限界を感じる。
.52 
.15 
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 1 2 7 9 2 .43 
熟練者群 1 1 5 10 3 .65 
(4 ) 
制 セラピーが終了してぐったり した疲労を感じる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 6 1 9 5 
熟練者群 10595 
.62 
.85 
(1司 セラピ一時以外でクライエントの日常に思いをは
せることがある。
-2-1 0+1+2 
初心者群 o 0 4 14 3 
熟練者群 13493 
平均値
.95 
.50 
06) セラピーを投げ出したくなることがある。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 38271 
熟練者群 64271 
-.24 
-.35 
聞 クライエントに対して自分をいつわらずに出して
いる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 1 6 5 7 2 .19 
熟練者群 o 1 10 7 2 .55 
(18) セラピーの中で自己嫌悪を感じることがある。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 2 4 582 
熟練者群 1656 2 
.19 
.10 
09) クライエン トには最初から好意を感じている。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 1 3 4 10 3 
熟練者群 o 2 963 
自由 セラピーの時間が楽しく感じられる。
52 
50 
一2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 4 6 10 1 
熟練者群 04871 
.38 
.25 
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(21) セラピーの都度相手の服装や態度に気づくことが
ある。
-2 -1 0 + 1 + 2 
初心者群 o 2 2 13 4 
熟練者群 o 1 3 14 2 
平均値
.90 
.85 
(2) クライエントには好きになれないところがある。
-2 -1 0 + 1 + 2 平均値
初心者群 8 4 531 
熟練者群 43850 
一.70
20 
(お)今日はセラピーをしたくないと感じる日がある。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 2 4 1 11 3 
熟練者群 1 3 4 12 0 
43 
35 
。4) クライエントに対して腹立たしく思うことがある。
-2 -1 0 + 1 + 2 平均値
初心者群 4 6 3 6 2 
熟練者群 43490 
-.20 
10 
(25) セラピーのあと自分なりの満足感がある。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 1 7 661 
熟練者群 o 3 8 7 2 
-.04 
.40 
ロ~6) クライエントに自分は好かれていると思う。
-2-1 0+1十 2 平均値
初心者群 o 0 9 12 0 
熟練者辞 o 0 9 10 1 
.57 
.60 
(初 自分の性格に応じたセラピーをしていると思う。
ー2-1 0十l十2 平均値
初心者群 o 4 3 1 3 
熟練者群 o 0 2 13 5 
62 
1.15 
( 5 ) 
(28) このクライエン卜とのセラピーは自分を変えると
思う。
-2-1 0+1+2 
初心者群 13872 
熟練者群 2 5 5 7 1 
平均値
.24 
0 
(鈎) 自分の手に負えないクライエン卜だと思う。
-2-1 0十 1+ 2 平均値
初心者群 1 8 6 6 0 
熟練者群 1 4 12 3 0 
-.20 
一.15
(湖 自分はクライエントに必要な人間だと思う。
2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 2 8 10 1 
熟練者群 o 1 12 6 1 
48 
35 
以上のように， 30項目について，セラピストがセラピ
ー中もしくはセラピーの後で，どのように感じまた考え
るかを評価してもらった。この30項目を次の 3群に分け
てみた。
A.セラピストとしての姿勢，観察力，感受性， 自己
意識
(1)， (2)， (3)， (4)， (5)， (6)， (7)， (8)， (9)， (10)， (1)， (12)， 
(13)， (14)， 05)， (17)， ω， (28)， 18項目
このうち，セラピストとしての姿勢，観察力に関する
項目としては， (1)から(5)までの項目と仰の項目の計6項
目である。初心者群と熟練者群の平均値をくらべてみる
と，さほど大きな違いはないが， (3) rクラ干エントの表
情，動作，笑いなどが気になる」の項目において，初心
者群は1.57の数値を示し，「全くよくあてはまるJ と「や
ゃあてはまる」の中間よりも 「よくあてはまる」寄りに
あるといえる。結果において示したように，人数分布は
21名中13名が+2の「全くよくあてはまる」にチェック
していた。熟練者群では20名中9名である。初心者は，
やや緊張気味にクライエントに観察の目をむけ，敏感に
その状態や動きをとらえようとしていることがわかる。
(5) rクライエン トに対して自分が治療者であることを意
識している」の項目では，熟練者群の方が 「ややあては
まる」の段階にあり，統計的な差はないが，初心者群の 33
よりも数値的に大きい。
感受性に関する項目は， (6)から仙までの6項目である
が，検定の結果，差がみられたのは(6)rクライエントの
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心理的な動きがよくわかる」の項目のみであった。 5%
の有意水準で熟練者群の方があてはまる傾向が強い。こ
のことは，治療経験の長さの差によるということができ
る。統計的な差はないが，数値上関きがみられた項目と
しては，(7) rクライエントの話し方の調子やうなずき方
に相手の気持ちの動きを感じる」の項目において，熟練
者群の方が「やゃあてはまる」のに対し，初心者群は「ど
ちらでもない」と「ややあてはまる」との中間にある。
これも治療経験の違いといえよう。また側「クライエン
トの何気ない動きが妙に気になる」の項目で，初心者群
が「やゃあてはまる」段階にあるのに対し，熟練者群は
それほどでないという結果がでている。
自己意識については，(12)から間までの項目および仰と
仰の項目計6項目となる。 ω)r感情的につまされないよ
うに自制している」の項目で，初心者群が「あてはまる」
方へ傾いているのに対し，熟練者群はわずかではあるが
「ちがう」方へ入っており，方向が逆になっている。こ
れは熟練者群がどちらかといえば，ありのままに白然に
振舞えるのに対し，初心者群は自制することを意識せざ
るを得ないことを表わしている。倒:)rこのクライエント
とのセラピーは自分を変えると思う」の項目において，
熟練者群が 「どちらでもなしりのに対し，初心者群は少
しではあるが「あてはまるJ 方へ傾いている。人数分布
をしらべてみると，熟練者群でも，「あてはま るJが8名
「あてはまらない」が7名と 1名の差であるが，「全くよ
くあてはまるJ 1名 「やゃあてはまるJ 7名に対し，「全
くちがう J 2名 rややちがう J 5名で，得点に直すと十
9， -9で+-0となってしまう。これに比し，初心者群
では，「どちらでもない」が21名中8名と一番多いにもか
かわらず，「あてはまる」方が9名，「あてはまらないJ
4名の差によって，結果が 「あてはまる」方へでたとい
える。
B.セラピーに対する気持ち
(16)， (18)，ω1)， (23)， (25)， (27)計6項目
(2日「セラピーのあと自分なりの満足感がある」では，
熟練者群が「あてはまる」の方へ入っているのに対し，
初心者群はわずかではあるが「あてはまらない」方へ傾
いている。人数分布をみてみると，熟練者群において，
「どちらでもない」が8名とー番多かったが，「ややちが
うJがわずかに 3名であり，「あてはまる」は9名となっ
ている。これに対し，初心者群は，「あてはま らない」が
8名，「あてはまる」が7名と 1名の差であり， rどちら
でもなしりが6名となっているためである。何といって
も，熟練者群が自分なりの満足感をセラピーのあと感じ
ていることは，当然のように恩われる。さらに(初「自分
(6 ) 
の性格に応じたセラピーをしていると思う」の項目にお
いて，熟練者群は「ややあてはまる」という結果がでて
いるのに対し，初心者群も「どちらでもない」と「やや
あてはまる」の中間の段階となっている。両群とも自分
の性格を知っており，それに応じたセラピーはできてい
るが，熟練者群において，セラピーに対する自信と余裕
がうかがわれる。
C.クラ'イエントに対する感情
(1目，(2)， (24)， (お)，側，(却)計6項目
両群とも同じ傾向を示している。とくに仰 「クライエ
ントには好きになれないところがある」の項目て¥初心
者群の方が「ややちがう」方へ傾いているのに対し，熟
練者群は「どちらでもないJ に近い方である。人数分布
をみても，熟練者群において「どちらでもないJ 8名と
一番多いのに対し，初心者群は「全くちがう J 8名が一
番多く， 「ややちがう J 4名を加えると12名が 「ちがう」
方へ入るためである。初心者群はクライエントを好意的
にみようとする傾向が強いのに対し，熟練者群は淡々と
クライエントをみている傾向があるといえよう。
要 約
1 )プレイ ・セラピストがセラピー経験の差によって，
セラピストとしての自己認知やクライエントに対する
態度や感情，セラピーに対する気持ちにおいて，どの
ような違いがみられるかを検討しようとした。
2 )対象として，プレイ ・セラピーの経験年数が3年以
上の者を熟練者群とし20名。セラピー経験年数3年未
満の者を初心者群とし21名を選んだ。
3 )質問紙法により，セラピストの自己イメージの測定
とセラピー中の体験評価を行う。自己イメージ測定法
として， SD法(性格・身体像など自己像を表わすと恩
われる形容詞対20個)を用い 7段階評価を施行。セラ
ピー中の体験評価には， 30項目のセラピー中の体験目
録(セラピー中において，セラピスト自身がクライエ
ントに対しまた自分自身に対して，どのように感じ，
また考えたかについて測定する)について5段階評定
を施行。
4 )結果については，まず，セラピストの自己イメージ
において，初心者群と熟練者群を比較したところ，20 
項目とも統計的な差はみられなかった。しかし，とく
に気のついた点、は， (16) r未熟な一一成熟した」の項目
で，初心者群が未熟な傾向にあるのに対し，熟練者群
は成熟の傾向にあり，その方向が全く反対である。こ
れは年齢差，治療経験差によると考えられる。
H下 ・日野:セラヒス卜のイメージ -2.35-
5 )セラピー中の体験評価では， (6) rクライエントの心
理的な動きがよくわかる」の項目のみ， 5%の有意水
準で差がみられ，熟練者群の方が，クライエントの心
理的Eめきがよくわかるとの結果を得た。これは治療経
験の長さが物を言っているといえる。
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Surnmary 
1. 1n this paper the authors investigate the differences that the length of career will bring in the self.images play 
therapists hold of themselves， the attitudes and feelings they take toward their clients， and the idea they have 
about play therapy itself 
2. The subjects were selected so as to form two groups : the group of 20 experts who have been working as play 
therapists more than three years and the group of 21 beginners whose therapist career is less three years 
3. 1n answering a questionnaire the subjects were asked to give measurement to their own image as a play 
therapist， and also to estimate the experiences they had while applying therapeutic treatment 
The measurement of their self.image was made in 7・gradeevaluation by SD.Method (20 pairs of adjectives 
concerning character， personality， body images， etc. ) And the estimation on personal experiences were put in 5・
grade evaluation in an inventory of 30 items concerning their personal experiences in therapy work 
4. The results obtained show litle difference in statistics between the expert group and the beginner group. To 
mention one particular point， however， the two groups are in direct opposition in Item 16 ('immature'.'mature'). 
This is perhaps due to the difference in age and in the length of therapist career 
5. 1n the second part that concerns therapists' personal experiences， itwas only in Item 6 (・canunderstand well the 
workings of the c1ient's mind')that was found significant difference at the .05 level. This also is due to the longer 
career of the expert therapists. 
(7 ) 
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〔別表〕
児童学
Iあなたはどういう性格の人てすか。尺度上の点にO
をつけて下さい。
(1)あかるい
(2)理性的
(3)積極的
(4)社交的
(51攻象的
(61I葦そんな
(7)病弱な
(8)調和する
(91it 雑な
(101勇敢な
(1)かたい
江古{書じやすい
1)31興蓄しゃれ、
U41正直な
~51 き びしい
(1~ 未熟な
。司鏡争的
同用心深い
。司 あたたかい
側敏感な
??????
?ゃ??
?????
??
??????
くもい
感情的
消極的
社交的す品、
防衛的
高慢な
健康な
不調和な
単純な
臆病な
やわらかい
疑い深い
落着もている
不正直な
寛大江
成熟した
包力的
軽率な
つめたい
鈍惑な
E次にあなたのセラピー中における体験をあなたが係
じるままに以下の尺度上の戸.にOをつけて下さい。
川 クライエントの気持ちを ζ ちらにひきつけたいと
思う気持ちがある。
一2 -1 0 +1 +2 
全く
ちがう
官官 どちらでも やや 全〈よく
ちがう ない あてはまる あてはまる
(21 自分がクライエントにどう思われているか気がか
りになる。
-2 。 +1 -.2 
ト一一一一一!
(3) クライエントの表情、動作、笑いなどが気rcなる。
-2 -，-1 。 +1 +2 
(4 ) 診断的な分析の巨をもってクライエントをみる乙
とがある。
-2 白 +1 +2 
(5) クライエント 1 :対して自分が治筆者である ζ とを
意識している。
一2 -1 。 +1 +2 
(6) クライエントの心理的な動きがよくわかる。
-2 +1 。 +2 -1 
(7) クライエン卜の話し方の謂子やうなずき方1:相手
の気持ちの重力きを感じる。
-2 。 +1 +2 
叶
(8) テライエン トの特徴的な話し方やしぐさのくせが
記憶にの ζ る。
-2 。ー1 +1 +2 
(91 クライエントの ζ とばのニュアン スに深い意味を
感じる Eとがある。
-2 。 +1 +2 
(8 ) 
丹F.日野 :セラピストのイメージ -237-
1曲 テライヱン トの何気ない動告が妙に気になる。 側 セラピ一時聞が楽 し〈 感 じられる。
-2 。 +1 +2 -2 。 +1 +2 
全〈 やや どちらでも やや 全くよ〈 全〈 やや どちらでも やや 全くよ〈
ちがう ちがう ない あてはまる あてはまる ちがう ちがう ない あてはまる あてはまる
(1) クライエントの気持ちが自分の ζ とのよう K感じ 担l セラ ピーの都度相手の服量産や態度IC気づく ζ とが
られる。 ある。
-2 。 +1 +2 -2 +1 +2 
121 感情的lζつまされすぎないよう K自衛lしてい る。 (21 タライ エントICは好き になれないと ζ ろがある。
-2 -1 。 +1 +2 -2 。 +1 +2 
(13) セラピストとしての限界を感じる。 1231 今日はセラピーをしたくないと感じる日がある。
-2 。 +1 +2 -2 -1 。 +1 +2 
04 セラピーが終了してぐったりした疲労を感じる。 124 クライ:1:./ト IC対して腹立たしく思う乙と があ る。
一2 -1 。 +1 +2 -2 。 +1 +2 
自国 セラピ一時以外でクライエン トの 日常IC思いをは tlaI セラピーのあと自分な りの満足感がある。
せる ζ とがある。 -2 。 +1 +2 
-2 -1 。 +1 +2 
12日 夕ライエ ントiζ 自分はTかれてい ると思 う。
。司 セラピーを投げ出したくなる ζ とがある。 -2 。 +1 +2 
-2 。 +1 +2 
121 自分の性絡に応じた セラピーを していると恩う。
。司 クライヱン トK対して自分をいつわらずに出して -2 -1 。 +1 +2 
も、る。
ー2 +1 +2 哩且 ζ のクライヱントとのセラピーは自分を変えると
恩う。
同 セラピーの中で自己嫌惑を感 じる Eとがある。 -2 。 +1 +2 
2ー ー1 。 +1 +2 
E司 自分の手IC負えないクライエン トだと思う。
州 タライエン トKは鰻初か ら好意を感 じている。 -2 。 +1 +2 
-2 。 +1 +2 
仰) 自分はクライヱント IC必要な人悶だと思う。
-2 。 +1 +2 
(9 ) 
